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1. 2016年度の業績動向 
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1-1. 2016年度上期決算概要  

 
(単位：億円) 

2015年度 
上期実績 

2016年度 
上期実績 

前年比 

売 上 高 3,854 3,371 ▲483 

営 業 利 益 322 413 ＋ 92 

経 常 利 益 326 366 ＋ 40 

純 利 益 194 249 ＋ 55 

前 
 

提 

ド ル 121.87 円/$ 105.20 円/$ ▲16.67 円/$ 

ユ ー ロ 135.11 円/€ 118.04 円/€ ▲17.07 円/€ 

ナ フ サ 48,000 円/kl 31,300 円/kl ▲16,700 円/kl 
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1-2. 2016年度通期予想  

 
(単位：億円) 

2016年度 

上期実績 
下期予想 
（新） 

通期予想 
（新） 

通期予想 
（当初） 

通期差異 

売 上 高 3,371 3,529 6,900 7,200 ▲300 

営 業 利 益 413 437 850 720 ＋130 

経 常 利 益 366 434 800 720 ＋ 80 

純 利 益 249 291 540 470 ＋ 70 

前 
 

提 

ド ル 105.20 円/$ 100.00 円/$ 102.60 円/$ 110.00 円/$ ▲7.40 円/$ 

ユーロ 118.04 円/€ 110.00 円/€ 114.02 円/€ 120.00 円/€ ▲5.98 円/€ 

ナフサ 31,300 円/kl 36,000 円/kl 33,650 円/kl 40,000 円/kl ▲6,350 円/kl 
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1-3. 2016年度通期予想（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）   

（単位：億円） 

2016年度 

上期実績 
下期予想 
（新） 

通期予想 
（新） 

通期予想 
（当初） 

通期差異 

売 

上 

高 
 

石 油 化 学 730 782 1,512 1,623 ▲111 

ｸ ﾛ ﾙ ･ ｱ ﾙ ｶ ﾘ 1,262 1,299 2,560 2,638 ▲ 78 

ｺ ﾓ ﾃ ﾞ ｨ ﾃ ｨ 計 1,991 2,081 4,072 4,261 ▲189 

機 能 商 品 823 771 1,594 1,651 ▲ 57 

ｴﾝｼ ﾞﾆｱﾘﾝｸ ﾞ他 557 678 1,234 1,288 ▲ 54 

計 3,371 3,529 6,900 7,200 ▲300 

営 

業 

利 

益 

石 油 化 学 73 92 165 150 ＋ 15 

ｸ ﾛ ﾙ ･ ｱ ﾙ ｶ ﾘ 134 172 306 190 ＋116 

ｺ ﾓ ﾃ ﾞ ｨ ﾃ ｨ 計 207 264 471 340 ＋131 

機 能 商 品 183 131 314 319 ▲  5 

ｴﾝｼ ﾞﾆｱﾘﾝｸ ﾞ他 23 42 65 61 ＋  4 

計 413 437 850 720 ＋130 
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1-4. 営業利益増減分析（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）   

720 

850 

＋15 

(+)国産ﾅﾌｻ価格の下落 
   による手取り改善 

(+)原燃料ｺｽﾄ低減 
 

(+)PVC・ｳﾚﾀﾝ原料など 
   ｱｼﾞｱ製品市況の上昇 

(-)円高による利益減 
 

(+)EA・ﾊﾞｲｵの販売量増 
 

▲5 

通期予想 

（当初） 
石油化学 ｸﾛﾙ・ｱﾙｶﾘ 機能商品 ｴﾝｼﾞ他 通期予想 

（修正） 

＋116 

＋4 
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2. 主な事業の成長戦略 



9 

2-1. 石油化学ｾｸﾞﾒﾝﾄ  

事業分野 方向性 取組み 

ｵﾚﾌｨﾝ事業 
 ﾅﾌｻｸﾗｯｶｰの高稼働 

  維持による利益極大化 
 

 各留分をﾊﾞﾗﾝｽ良く自消・販売し、ｸﾗｯｶｰの 
  高稼働を維持 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位改善による競争力強化 
 適正なｽﾌﾟﾚｯﾄﾞを乗せた価格体系の構築 

ﾎﾟﾘﾏｰ事業  差別化、高付加価値化 

<ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ> 
 食品・ﾒﾃﾞｨｶﾙ・電子分野向け特殊ｸﾞﾚｰﾄﾞの国内 

  拡販及び海外展開強化 
 品質改良によるﾊｲｴﾝﾄﾞ分野への参入 

<機能性ﾎﾟﾘﾏｰ> 
 CR：得意ｸﾞﾚｰﾄﾞ（硫黄変性、金型非汚染）の拡販 
 CSM：第２ﾌﾟﾗﾝﾄの新設 
 新規ﾎﾟﾘﾏｰ（耐油性向上）の上市 
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事業分野 方向性 取組み 

化学品事業 
 ﾋﾞﾆﾙﾁｪｰﾝの全体最適 

  による利益極大化 

 競争力ある原燃料の安定調達の追求 
 発電設備効率化、電力託送等による競争力強化 
 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ子会社（PRII社）でのPVC生産能力増強 
 ｿｰﾀﾞ・塩素誘導品の収益力強化 

ｳﾚﾀﾝ事業 
 MDIの高付加価値化、   

  機能性ｳﾚﾀﾝの強化 

<MDI> 
 「汎用品」から「特殊品」、「単品販売」から 

  「ｼｽﾃﾑ販売」へのｼﾌﾄを加速 
 東南ｱｼﾞｱ、ｲﾝﾄﾞ、北米への販売強化 

<機能性ｳﾚﾀﾝ> 
 医療分野（ｼｰﾙ材等）での拡販 
 HDI誘導品の生産能力増強 

2-2. ｸﾛﾙ・ｱﾙｶﾘｾｸﾞﾒﾝﾄ  
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2-3. 機能商品ｾｸﾞﾒﾝﾄ  

事業分野 方向性 取組み 

高機能材料事業 

<ﾊｲｼﾘｶｾﾞｵﾗｲﾄ> 
 ﾀｲﾑﾘｰな新ｸﾞﾚｰﾄﾞ開発 

  ・能力増強 
 
 
<ｼﾞﾙｺﾆｱ> 

 差別化ｸﾞﾚｰﾄﾞの継続 
  投入、能力増強 

 
 
 
<電子材料関係> 

 高機能化 
 
 
 
 

 

<ﾊｲｼﾘｶｾﾞｵﾗｲﾄ> 
 新ｸﾞﾚｰﾄﾞ開発体制の強化 
 HSZ®製造設備をﾏﾚｰｼｱに新設（16年11月完工） 
 次期能力増強 

 
<ｼﾞﾙｺﾆｱ> 

 歯科材料：透光感ｸﾞﾚｰﾄﾞの拡充 
 装飾用途：顧客ﾆｰｽﾞにﾏｯﾁした材料開発の迅速化 
 ｼﾞﾙｺﾆｱ生産能力増強（四日市、16年10月完工） 
 新規用途の開拓、次期能力増強 

 
<電解二酸化ﾏﾝｶﾞﾝ> 

 高性能乾電池用途での差別化 
<石英ｶﾞﾗｽ> 

 製造ｺｽﾄ低減による競争力強化、新規素材の開発 
<ｽﾊﾟｯﾀﾘﾝｸﾞﾀｰｹﾞｯﾄ> 

 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ用途での拡販・高性能品開発 
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2-3-2. 機能商品ｾｸﾞﾒﾝﾄ  

事業分野 方向性 取組み 

有機化成品事業 
 既存製品の収益力強化、 

  新規製品の事業安定化 

<ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝ> 
 ﾊｲｱﾐﾝ化による利益極大化 

<ｳﾚﾀﾝ発泡触媒> 
 TOYOCAT®：高機能品の拡販に注力 
 RZETA®：欧米での販売強化 

<臭素・難燃剤> 
 臭素製造設備の効率化投資（17年春完工） 

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ事業 
 R&D・M&Aによる事業 

  領域の拡充、 
  新興国市場での拡販 

 M&Aを活用した新技術・新製品の獲得 
<計測分野> 

 ﾊﾞｲｵ医薬向けｶﾗﾑ・分離精製剤の新ｸﾞﾚｰﾄﾞ開発 
 ﾄﾖﾊﾟｰﾙ（分離精製剤）の能力増強（18年夏完工） 

<診断分野> 
 成長分野での特徴ある試薬項目の拡充 
 Tosoh India（15年Lilac社買収）を活用した 

  ｲﾝﾄﾞ市場の開拓 
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3. 研究開発 
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3. 研究開発  

 重点3分野 環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 電子材料 

事業領域／拠点 研究所 対象分野 開発ﾃｰﾏ 

ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨ製品／ 
南陽事業所 

有機材料研究所 
・有機EL用電子・正孔輸送材料 
・環境浄化用薬剤 

無機材料研究所 
・歯科用ｾﾗﾐｯｸｽ材料 ・ 触媒用ｾﾞｵﾗｲﾄ 
・ﾘﾁｳﾑ二次電池用材料 

石油化学・ 
ﾎﾟﾘﾏｰ製品／ 
四日市事業所 

ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙﾎﾟﾘﾏｰ研究所 
・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ用光学ﾎﾟﾘﾏｰ 
・高機能性ﾎﾟﾘﾏｰ 

高分子材料研究所 ・医療用ﾎﾟﾘﾏｰ材料 

ｳﾚﾀﾝ研究所 ・機能性ｳﾚﾀﾝ材料 

先端技術創出／ 
東京研究ｾﾝﾀｰ 

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ研究所 
・診断ｼｽﾃﾑ、試薬 

・医薬精製用分離剤 

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏﾃﾘｱﾙ研究所 
・電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ用薄膜形成材料 
・半導体・LCD用石英ｶﾞﾗｽ 

 四日市研究新棟建設・拠点集約による機能効率化およびｼﾅｼﾞｰ強化 

効 率 化 

ｼﾅｼ ﾞ ｰ強化 

・高分子材料研究所の統合（南陽・四日市2拠点⇒四日市集約） 

開 発 加 速 

電材 環ｴﾈ 

ﾗｲﾌ 電材 環ｴﾈ 

電材 

ﾗｲﾌ 

ﾗｲﾌ 

電材 

 事業領域の拡大と技術獲得へ向けた技術情報収集力の強化とＭ＆Ａ 

事業領域拡大・技術獲得 ・米国ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺに拠点開設 

ﾗｲﾌ 電材 環ｴﾈ 

・ｳﾚﾀﾝ研究所の四日市移転による石油化学・ﾎﾟﾘﾏｰ製品の技術ｼﾅｼﾞｰの強化 

・最新設備の導入による研究開発の加速、新製品の創出 
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4. 株主還元 
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 安定配当の継続（期間業績・ﾌﾘｰＣＦ・将来の事業展開等を総合的に勘案） 
 中長期的には、配当性向30%を目指す 

2016年度配当額：上期 7.5円、下期 7.5円  計 15円 

4. 株主還元  

8 
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2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016予想 

1株当り配当金 配当性向 

2008年は
253億円 
の純損失 

（円） 

Ave 

 22.7% 
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5. 中期経営計画の進捗 
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5-1. 業績・経営指標   

 
(単位：億円) 

2015年度 
実績 

2016年度 2018年度 
 通期予想 （上期実績） 

売 上 高 7,537 6,900 （3,371） 7,500 

営 業 利 益 694 850 （413） 850 

営 業 利 益 率 9.2 % 12.3 % （12.3 %） 10 %以上 

Ｒ Ｏ Ｅ 12.6 % 15.0 % （  - %） 10 %以上 

自己資本比率 46.3 % 50.0 % 49.3 % 50 %以上 

前 
 

提 

ド ル 120.15 円/$ 102.60 円/$ （105.20 円/$） 110.00 円/$ 

ユ ー ロ 132.60 円/€ 114.02 円/€ （118.04 円/€） 120.00 円/€ 

ナ フ サ 42,800 円/kl 33,650 円/kl （31,300 円/kl） 40,000 円/kl 
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5-2. 事業ポートフォリオ   

 2016年度 

売上高 

6,900億円 

売上高 

7,500億円 

石油化学 

ｸﾛﾙ・ｱﾙｶﾘ 

機能商品 

ｴﾝｼﾞ他 

営業利益 

850億円 

 2018年度 

37% 

18% 

23% 

22% 

営業利益 

850億円 

石油化学 

石油化学 

石油化学 

ｸﾛﾙ・ｱﾙｶﾘ 

ｸﾛﾙ・ｱﾙｶﾘ 

ｸﾛﾙ・ｱﾙｶﾘ 

機能商品 

機能商品 

機能商品 

ｴﾝｼﾞ他 

ｴﾝｼﾞ他 ｴﾝｼﾞ他 

19% 

36% 

37% 

8% 

37% 

22% 
17% 

25% 

20% 

25% 47% 

8% 



＜成長投資＞  

 ｼﾞﾙｺﾆｱ能力増強 

 臭素製造設備の効率化投資 

＜他投資＞ 

 発電設備の効率化 
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5-3. 設備投資   

  2016～2018年度 ： 設備投資 1,300億円 ＋ M&A等300億円 ＝ 1,600億円 

1,300 

360 

300 

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

1,600 

1,800 

2016年度-2018年度計画 2016年度予想 

億円 

そ
の
他
50
％ 

成
長
投
資
50
％ 

M&A等 

主な設備投資 

※決定済み投資案件（１７年度以降） 

＜成長投資＞  

 分離精製剤（ﾄﾖﾊﾟｰﾙ）の能力増強 

＜他投資＞ 

 四日市研究棟の新設 
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≪注意事項≫ 

本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想です。 

従いまして、今後の国内外の経済情勢や予測不可能な要素等により、実際

の業績は計画値と大幅に異なる可能性があります。 

 

 

（完） 


